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福
島
県
は
関
東
地
方
に
接
す
る
位
置
に
あ

り
、
首
都
圏
か
ら
の
誘
客
に
も
力
を
入
れ
る

な
ど
、
観
光
立
県
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し

か
し
、
震
災
後
の
風
評
被
害
は
大
き
く
、
観

光
客
入
込
数
は
大
幅
に
減
少
し
た
。
本
県
の

観
光
は
、
歴
史
や
観
光
地
の
美
し
さ
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
以
前
に
、
安
全
・
安
心
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

関
係
者
が
地
道
な
観
光
Ｐ
Ｒ
を
重
ね
る
こ
と

に
よ
り
、
観
光
客
の
足
は
次
第
に
県
内
に
戻

り
始
め
、
二
○
一
三
年
は
大
河
ド
ラ
マ
効
果

に
よ
り
観
光
客
は
大
幅
に
増
加
し
た
。

　

原
発
事
故
を
抱
え
る
本
県
が
復
興
を
成
し

遂
げ
る
に
は
、
観
光
が
果
た
す
役
割
は
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
震
災

前
後
の
観
光
客
入
込
数
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
、

大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
っ
た
会
津
若
松
市

の
観
光
動
向
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

1　

県
内
経
済
の
動
向

　

震
災
か
ら
三
年
が
経
過
し
、
県
内
で
は
復

旧
・
復
興
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響
は
現

在
も
な
お
強
く
残
っ
て
い
る
。
復
興
庁
「
全

国
の
避
難
者
等
の
数
」（
二
○
一
四
年
一
月
一

六
日
現
在
）
に
よ
る
と
、
県
外
へ
の
避
難
者

は
四
万
八
三
六
四
人
、
県
内
へ
の
避
難
者
は

八
万
六
五
七
八
人
で
あ
る
。
ピ
ー
ク
時
よ
り

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
合
計
で
一
三
万
人

を
超
え
る
人
々
が
い
ま
だ
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
、
県
内
推
計
人
口
の
推
移
を
み
る
と
、

こ
れ
ま
で
福
島
県
の
人
口
は
自
然
動
態
及
び

社
会
動
態
に
よ
り
前
年
比
○
・
六
～
○
・
七

％
の
減
少
率
で
推
移
し
て
き
た
。
し
か
し
、

二
○
一
一
年
は
同
二
・
一
％
減
、
二
○
一
二

年
は
同
一
・
二
％
減
と
大
き
く
減
少
し
た
。

二
○
一
三
年
は
転
出
者
の
減
少
と
転
入
者
の

増
加
が
目
立
ち
、
同
○
・
七
％
減
と
よ
う
や

く
従
来
同
様
の
水
準
に
戻
り
つ
つ
あ
る
（
図

福
島
県
の
観
光
復
興
に
向
け
て

一
般
財
団
法
人
と
う
ほ
う
地
域
総
合
研
究
所
　
研
究
員
　
木
村
　
正
昭

図表１　県内推計人口及び社会増減の推移

被災３県の経済・雇用情勢の現状と課題
— 福島・宮城・岩手の地域モニターからの報告
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推計人口は各年 12 月 1 日現在
転入は「従前地不詳等」の転入者を含む、転出は「転出先不詳等」の転出者を含む
資料出所：福島県「福島県の推計人口」

東日本大震災から３年
──現地の課題と海外の自然災害からの教訓

東北地方沿岸部を中心に大きな被害をもたらした東日本大震災から３年が経過した。被災地では、雇用

や産業の復興などに向けて今なお、困難な問題を抱えている。被災３県のモニターからの報告と国際セ

ミナーの内容から、災害の影響と復興に必要な取り組みを考える。
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表
１
）。

　

県
内
経
済
動
向
を
表
す
主
な
項
目

に
つ
い
て
、
震
災
直
前
の
二
○
一
一

年
二
月
を
一
○
○
と
す
る
指
数
（
各

月
の
六
カ
月
後
方
移
動
平
均
値
）
の

推
移
で
み
る
と
、
公
共
工
事
前
払
保

証
請
負
額
は
六
○
○
を
超
え
る
水
準

ま
で
上
昇
す
る
な
ど
、
震
災
前
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。
除
染
事
業
や

災
害
復
旧
事
業
な
ど
、
二
○
一
一
年

後
半
か
ら
増
勢
傾
向
で
推
移
し
て
い

る
こ
と
が
、
指
数
の
高
さ
に
反
映
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
れ
以
外
の
項
目
で
は
、
有
効
求

人
倍
率
（
季
調
値
）
は
震
災
前
○
・
五
○
倍

前
後
で
あ
っ
た
が
、
震
災
直
後
に
低
下
し
て

以
降
は
復
旧
・
復
興
需
要
に
伴
う
求
人
が
増

加
し
、
二
○
一
三
年
一
二
月
現
在
で
一
・
三

○
倍
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
但
し
、
依
然
と

し
て
職
業
間
で
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
強
く
残
る
。

　

新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
二
○
一
二
年
以
降

震
災
前
を
上
回
り
推
移
し
て
お
り
、
月
間
一

○
○
○
戸
を
超
え
る
状
況
が
続
く
。

　

県
内
経
済
の
主
な
八
項
目
の
指
数
を
み
る

と
、
海
外
の
景
気
低
迷
の
影
響
な
ど
か
ら
震

災
前
を
下
回
り
推
移
す
る
鉱
工
業
生
産
指
数

を
除
く
、
す
べ
て
の
項
目
で
一
○
○
を
超
え

て
い
る
（
図
表
２
）。

2　

県
内
観
光
復
興
状
況

震
災
後
に
県
内
の
観
光
客
入
込
数
は
大
幅
減
少

　

福
島
県
「
福
島
県
観
光
客
入
込
状
況
」
に

よ
る
と
、
県
内
の
観
光
客
入
込
数
は
五
○
○

○
万
人
台
半
ば
で
推
移
し
、
震
災
前
の
二
○

一
○
年
に
は
五
七
○
○
万
人
で
あ
っ
た
（
図

表
３
）。
し
か
し
、
震
災
の
あ
っ
た
二
○
一

一
年
は
三
五
○
○
万
人
と
な
り
、
四
割
近
く

も
減
少
し
た
。
翌
二
○
一
二
年
は
四
四
○
○

万
人
ま
で
戻
し
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
震
災

前
の
八
割
弱
に
と
ど
ま
っ
た
。
観
光
圏
域
別

に
み
る
と
、
原
発
が
立
地
す
る
相
双
が
二
○

一
○
年
比
▲
七
四
・
一
％
、
い
わ
き
が
同
▲

三
三
・
一
％
な
ど
、
太
平
洋
沿
岸
地
域
で
の

減
少
が
と
く
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

大
河
ド
ラ
マ
に
よ
る
観
光
復
興
へ
の
取
り
組
み

　

会
津
若
松
市
は
歴
史
的
建
造
物
が
多
く
あ

り
、
い
わ
き
市
と
と
も
に
県
内
観
光
の
中
心

と
な
る
地
域
で
あ
る
。
昨
年
、
こ
の
会
津
若

松
市
を
舞
台
と
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
八
重
の
桜
」
が
放
送
さ
れ
た
。

　

県
で
は
二
○
一
一
年
一
○
月
に
「
福
島
県

観
光
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
、
本
格
的
な
観
光
復
興
へ
向
け
た
体
制

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
と
く
に
「
八
重
の
桜
」

の
メ
イ
ン
舞
台
と
な
る
会
津
若
松
市
を
観
光

客
の
集
客
拠
点
と
位
置
付
け
、
そ
こ
か
ら
県

内
各
地
に
観
光
客
が
周
遊
す
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

「
八
重
の
桜
」
の
放
送
開
始
に
伴
い
、
会
津

を
中
心
に
本
県
へ
の
注
目
が
高
ま
り
、
震
災

後
に
減
少
し
た
観
光
客
入
込
数
も
大
幅
な
回

復
を
み
せ
た
。

大
河
ド
ラ
マ
館
は
入
場
者
数
目
標
を
達
成

　

大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
る
地
元
で
は
、

図表２　震災後の福島県経済の動向
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乗用車新車登録台数 100 91 87 83 87 89 85 93 101 110 109 114 124 143 144 146 133 140 136 118 118 117 131 124 127 142 143 142 149 151 147 136 137 141 138
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新設住宅着工戸数 100 95 87 77 70 70 81 82 88 96 100 104 93 95 100 101 108 110 116 124 133 141 140 139 146 147 142 136 148 173 177 178 178 187 185

鉱工業生産指数 100 94 89 85 84 85 82 87 92 94 93 91 92 93 92 92 93 94 92 90 89 88 87 86 87 87 88 88 87 87 86 86 88 90 91

有効求人倍率 100 100 98 95 95 98 102 110 120 131 140 146 152 156 158 159 162 169 176 184 195 205 214 223 228 232 234 238 242 241 242 243 245 246 247

雇用保険受給者実人員 100 103 96 87 77 66 56 47 47 51 56 63 72 82 92 100 107 112 115 117 118 122 126 128 132 134 134 131 127 124 121 119 119 123 128
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注：上記データは、各月の 6 カ月後方移動平均値を算出し、2011 年 2 月を 100 として指数化。雇用保険受給者実人員は実データの逆数。

図表3　県内観光圏域別観光客入込状況

図表４　大河ドラマ館入館者数推移

（単位：千人、％）

2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2010 年比
増加率

県北 10,082 10,206 10,923 7,850 9,406 ▲ 13.9
県中 8,062 8,526 8,253 5,131 6,354 ▲ 23.0
県南 3,064 3,202 3,014 1,985 2,698 ▲ 10.5
会津 14,981 15,512 15,147 13,030 14,386 ▲  5.0
南会津 3,758 3,958 3,691 2,354 3,021 ▲ 18.2
相双 4,379 4,483 5,384 1,153 1,395 ▲ 74.1
いわき 11,005 10,338 10,767 3,708 7,199 ▲ 33.1

合計 55,331 56,225 57,179 35,211 44,459 ▲ 22.2
資料出所：福島県「福島県観光客入込状況」
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例
年
大
河
ド
ラ
マ
館
が
開
設
さ
れ
る
。
会
津

若
松
市
で
は
二
○
一
三
年
一
月
一
二
日
、
鶴

ヶ
城
の
近
く
に
大
河
ド
ラ
マ
館
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。
今
回
の
大
河
ド
ラ
マ
館
は
新
た
に
建

設
し
た
も
の
で
は
な
く
、
既
存
の
建
物
が
使

用
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
や
や
手
狭
な
印
象

が
あ
り
、
混
雑
時
に
は
詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
看
板
で
の
案
内
の
み
で
な

く
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
声
掛
け
を
積
極
的
に
行

い
、
ス
ム
ー
ズ
に
観
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
気

が
配
ら
れ
た
。
実
際
に
中
に
入
る
と
、
ド
ラ

マ
で
の
衣
装
・
小
道
具
の
展
示
や
射
撃
体
験

な
ど
が
で
き
る
ほ
か
、
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
な

ど
も
流
れ
、
大
河
ド
ラ
マ
の
雰
囲
気
が
存
分

に
楽
し
ま
れ
た
。

　

入
館
者
数
目
標
は
六
○
万
人
に
設
定
さ
れ

た
が
、
開
催
し
た
三
六
八
日
間
に
六
一
万
一

五
五
八
人
が
訪
れ
、
当
初
目
標
を
達
成
し
た

（
図
表
４
）。
入
館
者
数
六
○
万
人
に
対
す

る
県
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
は
、
当
研
究
所

の
事
前
の
試
算
で
一
一
一
億
円
で
あ
っ
た
。

会
津
若
松
市
の
シ
ン
ボ
ル
「
鶴
ヶ
城
」
の 

入
場
者
数
は
震
災
前
の
一
・
五
倍

　

震
災
以
降
の
鶴
ヶ
城
天
守
閣
入
場
者
数
は
、

二
○
○
八
年
を
ず
っ
と
下
回
る
水
準
で
推
移

し
て
き
た
が
、
二
○
一
三
年
の
第
１
四
半
期

以
降
二
○
○
八
年
を
上
回
る
入
場
者
数
が
続

い
た
（
図
表
５
）。
二
○
一
三
年
は
合
計
九

四
万
五
○
○
○
人
で
、二
○
○
八
年
比
五
一
・

五
％
増
、
大
河
ド
ラ
マ
の
影
響
で
大
幅
プ
ラ

ス
と
な
っ
た
。

　

天
守
閣
入
場
者
が
訪
れ
る
お
み
や
げ
コ
ー

ナ
ー
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
放
映
に
よ
る

観
光
客
の
大
幅
増
加
に
備
え
改
装
が
行
わ
れ
、

売
り
場
面
積
が
倍
に
拡
大
さ
れ
た
。「
八
重

の
桜
」
関
連
商
品
を
中
心
に
品
揃
え
は
豊
富

に
し
、
銀
聯
カ
ー
ド
に
も
対
応
す
る
な
ど
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
も
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

会
津
若
松
市
全
体
の
観
光
客
数
は
大
幅
増
加

　

近
年
の
会
津
若
松
市
の
観
光
客
数
は
、
通

常
三
三
○
万
人
程
度
で
推
移
し
て
き
た
が
、

二
○
一
一
年
は
震
災
に
よ
り
二
三
五
万
人
ま

で
減
少
し
た
。
二
○
一
三
年
は
大
河
ド
ラ
マ

効
果
に
よ
り
四
○
○

万
人
近
く
ま
で
増
加

し
、
近
年
最
高
の
観

光
客
数
と
な
る
見
込

み
で
あ
る（
図
表
６
）。

大
河
ド
ラ
マ
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
日
新
館

や
会
津
武
家
屋
敷
な

ど
、
主
要
観
光
施
設

で
は
年
間
を
通
し
多

く
の
観
光
客
で
賑
わ

っ
た
。

教
育
旅
行
は 

回
復
途
上

　

一
般
客
が
順
調
に

増
加
し
た
一
方
、
教

育
旅
行
の
回
復
は
い

ま
一
歩
の
状
況
で
あ

る
。
震
災
前
二
○
一

○
年
に
教
育
旅
行
で

会
津
若
松
市
を
訪
れ

た
県
外
の
学
校
は
八
四
一
校
六
万
二
二
八
五

人
で
あ
っ
た
が
、
二
○
一
一
年
は
一
○
○
校

五
九
四
二
人
と
な
り
、
約
九
割
減
少
し
た
。

教
育
旅
行
関
係
者
は
学
校
に
安
全
な
状
況
を

理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
地
道
な
説
明
を
続
け

て
お
り
、
徐
々
に
回
復
は
し
て
い
る
が
、
二

○
一
三
年
は
三
六
九
校
二
万
三
九
三
五
人
に

と
ど
ま
り
、
二
○
一
○
年
の
五
割
ま
で
届
か

な
か
っ
た
（
図
表
７
）。

　

教
育
旅
行
先
は
、
震
災
時
に
急
き
ょ
変
更

し
た
ケ
ー
ス
が
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

一
度
変
更
す
る
と
三
年
程
度
は
同
じ
場
所
に

な
る
傾
向
が
強
い
。
ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ
の

舞
台
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
教
育
旅
行
先

の
選
定
に
は
あ
ま
り
影
響
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
。

従
っ
て
、
教
育
旅
行
の
回
復
状
況
は
遅
れ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

学
校
お
よ
び
保
護
者
に
対
す
る
説
明
は
継

続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
少
し
ず
つ
効
果
は

表
れ
て
き
て
い
る
。
二
○
一
四
年
に
関
し
て

は
問
い
合
わ
せ
が
増
加
し
て
お
り
、
前
年
よ

り
さ
ら
な
る
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。

一
過
性
に
終
わ
ら
せ
な
い
観
光
振
興
へ
の 

取
り
組
み

　

大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
っ
た
地
域
で
は
、

観
光
客
入
込
数
が
増
加
す
る
半
面
、
そ
の
翌

年
に
は
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
特
に
本
県

は
観
光
復
興
の
道
半
ば
で
あ
り
、
回
復
の
流

れ
を
い
か
に
継
続
で
き
る
か
が
課
題
と
な
る
。

大
河
ド
ラ
マ
は
終
了
し
た
が
、
こ
の
後
に
続

く
イ
ベ
ン
ト
を
誘
客
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

戊
辰
戦
争
で
籠
城
戦
の
舞
台
と
な
り
、
会

津
若
松
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
鶴
ヶ
城

は
、
一
九
六
五
年
に
天
守
閣
が
再
建
さ
れ
た
。

来
年
の
二
○
一
五
年
で
五
○
周
年
の
節
目
を

迎
え
、
今
年
は
五
○
周
年
に
向
け
た
準
備
を

図表５　鶴ヶ城天守閣入場者数 （単位：千人）

2008年 2009年※1 2010年※2 2011年 2012年 2013年2008年比
増加率

2008年比
増加率

2008年比
増加率

第 1 四半期
（1 ～ 3 月期） 69 68 67 40 ▲ 41.4% 58 ▲ 16.1% 95 38.3%

第 2 四半期
（4 ～ 6 月期） 199 223 178 136 ▲ 31.6% 168 ▲ 15.9% 319 59.8%

第 3 四半期
（7 ～ 9 月期） 196 266 159 167 ▲ 14.9% 173 ▲ 12.0% 316 60.9%

第 4 四半期
（10 ～ 12 月期） 160 178 97 131 ▲ 17.9% 158 ▲  0.7% 216 35.2%

合計 624 734 501 475 ▲ 23.9% 556 ▲ 10.8% 945 51.5%

資料出所：会津若松市観光公社
※ 1　2009 年…大河ドラマ「天地人」効果により増加
※ 2　2010 年…赤瓦への葺き替え工事の影響により減少

図表７　会津若松市への教育旅行（児童数、学校数）

各年 4 月～ 12 月の累計
資料出所：会津若松観光物産協会資料より作成
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進
め
る
年
と
な
る
。
昨
年
、
鶴
ヶ
城
に
映
し

出
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

で
は
一
万
六
○
○
○
人
も
の
人
が
集
ま
り
、

好
評
を
博
し
た
。
鶴
ヶ
城
を
活
用
し
た
こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、

誘
客
効
果
も
高
い
こ
と
か
ら
、
継
続
的
な
開

催
を
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、
二
○
一
五
年
は
本
県
で
「
Ｊ
Ｒ
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ

Ｃ
）」
も
開
催
さ
れ
る
年
で
あ
り
、
今
年
は

四
月
～
六
月
に
プ
レ
Ｄ
Ｃ
『「
福
が
満
開
、

福
の
し
ま
。」福
島
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

が
実
施
さ
れ
る
。
五
○
周
年
と
の
相
乗
効
果

に
よ
り
、
大
河
ド
ラ
マ
後
も
引
き
続
き
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
る
。

全
体
へ
の
波
及
に
期
待

　

白
虎
隊
自
刃
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
飯
盛

山
の
麓
に
は
多
く
の
み
や
げ
物
屋
が
並
ん
で

い
る
。
ま
た
、そ
の
近
く
に
あ
る「
石
部
桜
」

は
「
八
重
の
桜
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
も
登

場
す
る
こ
と
か
ら
話
題
と
な
り
、
昨
年
は
例

年
以
上
の
花
見
客
が
周
辺
を
訪
れ
た
。

　

毎
年
、
観
光
客
が
多
く
な
る
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
は
、
渋
滞
軽
減
や
駐
車
場
の
確
保

が
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
昨
年
は
職
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
で
渋
滞
解
消
策

に
力
を
入
れ
た
。
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
大

き
な
混
乱
を
招
く
こ
と
が
な
く
、
結
果
と
し

て
は
、
大
変
賑
わ
っ
た
も
の
の
予
想
以
上
の

渋
滞
に
は
な
ら
ず
に
済
ん
だ
。
会
津
若
松
観

光
が
、
渋
滞
に
よ
り
イ
メ
ー
ジ
が
悪
く
な
ら

ず
、
会
津
若
松
市
や
関
係
団
体
な
ど
で
事
前

に
策
定
し
た
対
応
策
は
概
ね
成
功
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
大
河
ド
ラ
マ
効
果
は
非
常
に

大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
、
そ
の
恩

恵
が
鶴
ヶ
城
を
中
心
と
し
た
市
内
主
要
観
光

ス
ポ
ッ
ト
に
偏
っ
て
い
て
、
周
辺
地
域
に
は

あ
ま
り
影
響
が
な
い
と
の
指
摘
も
一
部
に
あ

っ
た
。
し
か
し
、
初
め
て
会
津
若
松
に
来
て

く
れ
た
人
が
い
い
印
象
を
持
て
ば
、
ま
た
来

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
。
そ
し
て

次
回
は
そ
の
周
辺
地
域
に
も
行
っ
て
み
よ
う

と
い
う
動
き
が
出
て
く
れ
ば
、
こ
の
賑
わ
い

が
今
回
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
会
津
地
域
全
体

に
拡
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

　

大
河
ド
ラ
マ
に
よ
り
、
昨
年
は
会
津
若
松

市
を
中
心
に
賑
わ
い
が
み
ら
れ
た
が
、
本
格

的
な
復
興
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
大
切
な
の

は
、
震
災
前
に
戻
す
の
で
は
な
く
新
た
な
も

の
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
で
あ
り
、
私
た
ち
自

身
が
地
元
福
島
県
の
魅
力
を
生
み
出
す
こ
と

で
あ
る
。
観
光
復
興
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
会

津
全
体
へ
、
ひ
い
て
は
県
内
全
体
へ
波
及
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

宮
城
県
南
部
、
太
平
洋
に
面
す
る
福
島
県

境
の
町
、
亘
理
郡
山
元
町
を
ご
存
知
だ
ろ
う

か
。
東
日
本
大
震
災
発
生
前
、
二
○
一
○
年

の
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
は
一
万
六
七
一
一

震
災
か
ら
三
年
を
迎
え
て

株
式
会
社
フ
ィ
デ
ア
総
合
研
究
所
　
理
事
　
熊
本
　
均

人
。
誠
に
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
震

災
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
は
六
○
○

人
を
超
え
、人
口
当
た
り
で
み
た
割
合
が
、も

っ
と
も
高
か
っ
た
自
治
体
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

先
般
、
約
二
年
ぶ
り
に
そ
の
山
元
町
を
訪

れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
仙
台
市
内
か
ら
仙
台

東
部
道
路
、
常
磐
自
動
車
道
、
国
道
六
号
を

経
て
山
元
町
に
入
る
と
、
大
規
模
な
イ
チ
ゴ

の
生
産
施
設
（
栽
培
ハ
ウ
ス
）
が
建
ち
並
ぶ

光
景
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

震
災
前
の
同
町
は
北
に
接
す
る
亘
理
町
と

と
も
に
二
町
合
わ
せ
た
イ
チ
ゴ
の
生
産
額
は

約
四
○
億
円
。
東
北
地
域
最
大
の
イ
チ
ゴ
の

産
地
で
、
イ
チ
ゴ
生
産
農
家
は
二
町
で
約
三

八
○
戸
、
そ
の
う
ち
山
元
町
は
約
一
三
○
戸

で
あ
っ
た
。
震
災
に
よ
っ
て
山
元
町
の
イ
チ

ゴ
農
家
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
無
傷

で
残
っ
た
農
家
は
ほ
ん
の
二
～
三
戸
、
一
部

損
壊
を
含
め
て
も
一
○
戸
弱
。
つ
ま
り
、
約

九
割
以
上
が
イ
チ
ゴ
生
産
施
設
を
流
さ
れ
全

壊
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

震
災
後
の
二
○
一
一
年
夏
季
、
同
町
の
イ

チ
ゴ
生
産
者
の
方
に
お
会
い
す
る
機
会
が
あ

り
、
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
そ
の
生
産
者
の

方
に
よ
れ
ば
、
あ
ま
り
の
被
害
の
甚
大
さ
に

イ
チ
ゴ
生
産
の
再
開
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に

思
わ
れ
、
半
ば
あ
き
ら
め
か
け
て
他
の
仕
事

を
探
す
こ
と
も
考
え
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
ず
っ
と
イ
チ
ゴ
生
産
一
筋
に
や

っ
て
き
た
身
と
し
て
は
、
今
さ
ら
他
の
仕
事

と
言
わ
れ
て
も
現
実
感
が
湧
か
な
か
っ
た
こ

と
も
事
実
で
、
山
元
町
の
震
災
か
ら
の
復
興

を
考
え
れ
ば
、
イ
チ
ゴ
生
産
の
再
興
が
絶
対

に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
た
と
い
う
。

　

そ
の
生
産
者
の
方
は
、
町
内
の
生
産
者
仲

間
に
呼
び
か
け
て
イ
チ
ゴ
生
産
再
開
の
道
を

模
索
し
、
紆
余
曲
折
を
経
て
よ
う
や
く
三
人

の
“
同
志
”
を
得
て
、
国
や
宮
城
県
、
政
府

系
金
融
機
関
な
ど
の
復
興
支
援
策
、
資
金
を

活
用
し
、
株
式
会
社
（
農
業
生
産
法
人
）
を

設
立
し
て
二
○
一
一
年
秋
季
に
は
イ
チ
ゴ
栽

培
施
設
の
再
興
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

津
波
で
浸
水
し
た
水
田
約
二
・
六
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
借
り
、
そ
こ
に
二
一
六
○
平
方
メ
ー

ト
ル
の
イ
チ
ゴ
栽
培
ハ
ウ
ス
を
八
棟
、
合
計

約
一
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
栽
培
面
積
と
な
る

大
規
模
な
施
設
で
あ
る
。
植
え
る
イ
チ
ゴ
は

八
棟
合
計
で
実
に
一
二
万
八
○
○
○
株
。
そ

の
後
、
二
○
一
二
年
春
季
に
は
一
部
で
は
あ

る
が
、
イ
チ
ゴ
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

大
手
商
社
の
支
援
も
あ
り
、
販
売
に
関
し

て
は
各
方
面
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
続
き
、
ま

と
ま
っ
た
量
の
イ
チ
ゴ
を
収
穫
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
そ
う
し
た
問
い
合
わ
せ
の
中
か

ら
販
売
の
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
た
。

　

あ
れ
か
ら
約
二
年
。
先
に
記
し
た
と
お
り

大
規
模
な
イ
チ
ゴ
の
生
産
施
設
が
建
ち
並
び
、

国
道
沿
い
に
は
イ
チ
ゴ
の
直
売
施
設
、
イ
チ

ゴ
狩
り
を
楽
し
め
る
イ
チ
ゴ
農
園
の
看
板
も

散
見
さ
れ
、
沿
道
の
作
業
施
設
で
は
、
ご
婦

人
方
が
収
穫
し
た
イ
チ
ゴ
の
出
荷
作
業
で
あ

ろ
う
か
、
忙
し
そ
う
に
立
ち
働
く
姿
を
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
感
慨
深
い
も
の
で
あ

る
。
山
元
町
の
イ
チ
ゴ
生
産
が
震
災
前
と
比

較
し
て
ど
の
程
度
ま
で
回
復
し
た
の
か
、
残

念
な
が
ら
筆
者
は
詳
し
い
数
字
を
承
知
し
て

い
な
い
。
震
災
前
の
生
産
水
準
ま
で
回
復
し

て
い
る
、
願
わ
く
ば
そ
れ
を
上
回
る
ま
で
に

至
っ
て
い
る
こ
と
を
と
思
う
の
で
あ
る
が
、

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

大
震
災
後
の
産
業
復
興
に
は
、
山
元
町
の

イ
チ
ゴ
の
例
に
限
ら
ず
、
何
よ
り
も
従
前
か

ら
の
そ
の
地
域
の
主
力
産
業
の
復
活
が
不
可

欠
で
あ
る
が
、
そ
の
前
段
と
し
て
、
大
震
災

後
、
東
北
地
域
の
経
済
・
社
会
の
将
来
像
に
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ど
の
よ
う
な
変
化
が
見
通
せ
る
の
か
。

　

以
下
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
述
べ
て
み
た

い
。

1　

人
口

　

東
北
地
域
六
県
の
人
口
は
一
九
九
五
年
の

九
八
七
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
二
○
一

○
年
に
は
九
三
四
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
間
（
一
五
年
間
）
の
人
口
減
少
率
は
五
・

四
％
で
あ
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
今
後
、
人
口
減

少
の
ス
ピ
ー
ド
は
い
っ
そ
う
加
速
す
る
と
予

想
さ
れ
、
二
○
二
五
年
に
は
八
一
九
万
人
、

二
○
一
○
年
か
ら
一
五
年
間
の
減
少
率
は
一

二
・
三
％
と
な
る
。
ま
た
、
減
少
数
は
一
一

五
万
人
で
、
こ
れ
は
二
○
一
○
年
の
山
形
県

の
人
口
（
約
一
一
七
万
人
）
に
匹
敵
す
る
。

　

な
お
、
全
国
の
人
口
も
二
○
一
○
年
を
ピ

ー
ク
に
減
少
し
て
い
る
が
、
同
研
究
所
の
推

計
で
は
二
○
二
五
年
ま
で
の
減
少
率
は
五
・

八
％
で
あ
り
、
東
北
地
域
の
人
口
減
少
が
い

か
に
早
い
か
が
分
か
る
。
大
震
災
の
影
響
に

よ
っ
て
、
東
北
地
域
の
人
口
減
少
に
拍
車
が

掛
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く

な
い
。

2　

経
済

　

東
北
地
域
の
域
内
総
生
産
（
実

質
）
の
推
移
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、

東
北
六
県
す
べ
て
の
統
計
資
料
が

整
備
さ
れ
た
一
九
八
○
年
度
以
降
、

二
○
○
○
年
度
ま
で
は
順
調
に
拡

大
を
続
け
て
い
る
。
一
九
八
○
年

度
の
域
内
総
生
産
は
一
九
・
七
兆

円
で
あ
る
が
、
二
○
○
○
年
度
に

は
三
五
・
一
兆
円
に
達
し
て
お
り
、

二
○
年
間
で
一
五
・
四
兆
円
の
増

加
を
実
現
し
た
。
日
本
経
済
に
占

め
る
東
北
経
済
の
シ
ェ
ア
も
六
・

九
％（
一
九
八
○
年
度
）か
ら
七
・

四
％
（
二
○
○
○
年
度
）
に
増
大

し
て
お
り
、
こ
の
期
間
で
の
東
北

地
域
の
経
済
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
の

向
上
が
う
か
が
え
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
一
世
紀
に
入
る

と
事
態
は
一
変
す
る
。
Ｉ
Ｔ
バ
ブ

ル
の
崩
壊
（
二
○
○
一
年
）、
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
す

る
世
界
同
時
不
況（
二
○
○
八
年
）

の
発
生
な
ど
の
度
重
な
る
経
済
シ

ョ
ッ
ク
の
影
響
を
強
く
受
け
て
需
要
不
振
に

陥
っ
た
こ
と
か
ら
、
経
済
は
縮
小
し
、
対
全

国
シ
ェ
ア
も
低
下
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
公

表
さ
れ
て
い
る
最
新
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
二

○
一
○
年
度
時
点
の
域
内
総
生
産
は
三
三
・

四
兆
円
で
あ
り
、
二
○
○
○
年
度
と
比
較
す

る
と
一
・
七
兆
円
減
少
し
、
対
全
国
シ
ェ
ア

も
六
・
五
％
に
低
下
し
た
。

　

で
は
、
東
北
地
域
の
経
済
の
将
来
の
姿
は
、

ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
成
長
会
計
の
分

析
手
法
を
用
い
て
、
資
本
、
労
働
、
そ
の
他

の
要
素
と
い
う
三
つ
の
生
産
要
素
に
つ
き
、

以
下
の
前
提
条
件
を
用
い
て
経
済
成
長
率
の

予
測
を
試
み
た
。

●
前
提
条
件

資
本

・
東
日
本
大
震
災
で
資
本
ス
ト
ッ
ク
が
大
幅

に
毀
損
し
た
岩
手
、
宮
城
、
福
島
と
そ
れ

以
外
の
県
を
分
け
る
。

・
被
災
三
県
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
は
震
災
前
の

水
準
に
回
復
す
る
に
は
、
少
な
く
と
も
二

○
一
五
年
度
ま
で
か
か
り
、
そ
れ
以
降
は

二
○
○
○
年
代
の
半
分
程
度
の
伸
び
率
で

推
移
す
る
。

・
被
災
三
県
以
外
の
県
は
二
○
二
○
年
度
ま

で
二
○
○
○
年
代
の
半
分
程
度
の
伸
び
率

に
な
る
と
想
定
。

労
働

・
労
働
時
間
を
二
○
○
○
年
代
の
平
均
値
の

ま
ま
推
移
す
る
と
想
定
し
、
こ
れ
に
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
行
っ
た

各
県
の
生
産
年
齢
人
口
の
将
来
予
測
値

（
二
○
一
三
年
三
月
推
計
）
を
掛
け
合
わ

せ
た
数
値
を
使
用
。

・
同
研
究
所
の
予
測
値
は
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
を
考
慮
し
た
推
計
値
で
あ
る
た
め
、

経
済
予
測
の
精
度
を
保
つ
意
味
で
も
有
益

だ
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

そ
の
他
の
要
因

・
高
齢
化
等
に
よ
る
生
産
性
の
低
下
を
考
慮

し
、
二
○
○
○
年
代
の
平
均
値
の
半
分
と

想
定
。

　

な
お
、
参
考
の
た
め
に
全
国
の
予
測
も
行

っ
た
が
、
前
提
条
件
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
し

た
。
す
な
わ
ち
、
資
本
と
そ
の
他
の
要
因
は

二
○
○
○
年
代
平
均
の
半
分
、
労
働
は
労
働

時
間
を
二
○
○
○
年
代
平
均
値
、
生
産
年
齢

人
口
は
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
推
計
値
で
あ
る
。

　

以
上
の
前
提
に
基
づ
く
予
測
結
果
が
図
表

１
で
あ
る
。

　

二
○
二
○
年
度
の
東
北
に
お
け
る
域
内
総

生
産
は
二
九
・
六
兆
円
と
予
想
さ
れ
、
二
○

○
九
年
度
に
比
べ
三
・
四
兆
円
の
減
少
（
減

少
率
：
一
○
・
三
％
）
と
な
る
。
こ
れ
に
対

し
て
全
国
の
予
測
値
は
四
七
六
兆
円
で
あ
り
、

二
○
○
九
年
度
に
比
べ
て
一
九
・
六
兆
円
の

減
少
（
減
少
率
：
四
・
○
％
）
と
な
り
、
東

北
経
済
は
全
国
に
比
較
し
て
速
い
速
度
で
縮

小
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、各
県
の
見
通
し
を
み
る
と
、青
森
・

岩
手
・
福
島
の
三
県
で
は
、
い
ず
れ
も
マ
イ

ナ
ス
一
○
％
以
上
の
規
模
縮
小
が
予
想
さ
れ

る
な
ど
、
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。

3　

事
業
所
数

　

経
済
活
動
を
営
む
事
業
所
数
は
ど
う
な
る

だ
ろ
う
か
（
図
表
２
）。
二
○
○
一
年
か
ら

二
○
○
九
年
ま
で
の
八
年
間
の
増
減
率
を
み

る
と
、
全
国
で
は
四
・
八
％
の
減
少
で
あ
る

の
に
対
し
、
東
北
地
域
で
は
七
・
三
％
減
少

し
て
お
り
、
減
少
度
合
い
が
著
し
い
。
さ
ら

に
二
○
二
○
年
の
推
計
値
で
は
、
全
国
よ
り

も
東
北
地
域
の
減
少
が
い
っ
そ
う
加
速
さ
れ

図表１　東北経済の予測 単位：億円

年度 全国 東北
青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島

実績 2000 4,767,233 351,091 46,929 49,963 88,508 39,970 43,645 82,076
2009 4,955,701 329,908 46,501 43,429 86,318 37,704 42,578 73,378

予測 2020 4,759,473 295,937 38,845 36,462 81,490 34,493 41,625 63,022
増減額（20/09） ▲ 196,228 ▲ 33,971 ▲ 7,656 ▲ 6,967 ▲ 4,828 ▲ 3,211 ▲ 953 ▲ 10,356
増減率（20/09） -4.0% -10.3% -16.5% -16.0% -5.6% -8.5% -2.2% -14.1%

（注）2010 年度は東日本大震災の影響が反映されているため、影響のない 2009 年と比較した。
資料出所：フィデア総合研究所推計

図表２　事業所数の過去・現在・未来 単位：事業所数

全国 東北
青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島

2001 年 6,350,101 507,569 74,341 72,456 115,297 65,300 70,523 109,652

2009 年
6,043,300 470,282 68,415 67,230 110,209 58,108 64,257 102,063

(-4.8%) (-7.3%) (-8.0%) (-7.2%) (-4.4%) (-11.0%) (-8.9%) (-6.9%)

2020 年
5,857,700 430,625 61,152 60,529 106,503 50,813 57,940 93,688

(-3.1%) (-8.4%) (-10.6%) (-10.0%) (-3.4%) (-12.6%) (-9.8%) (-8.2%)
（注）括弧内は 2009 年は対 2001 年の増減率、2020 年は対 2009 年の増減率
資料出所：総務省「事業所・企業統計調査」（2011 年）、総務省「経済センサス」（2009 年）、2020 年はフィデア総合研究所の推計による。
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る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
に
示
し
た
経
済
・
社
会
の
状
況
は
、

東
北
地
域
に
限
ら
ず
多
少
の
程
度
の
差
こ
そ

あ
れ
、
全
国
の
地
域
に
共
通
し
て
当
て
は
ま

る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
東
北
地
域
の
場

合
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
極
め
て
大
き

い
。
太
平
洋
側
沿
岸
部
を
中
心
に
住
宅
や
商

店
は
も
と
よ
り
、
事
業
所
、
工
場
、
お
よ
び

港
湾
、
漁
港
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
基
盤
の

多
く
が
破
壊
さ
れ
、
さ
ら
に
原
子
力
災
害
が

加
わ
り
、
い
ま
だ
に
多
く
の
人
々
が
仮
設
住

宅
で
の
暮
ら
し
を
続
け
、
あ
る
い
は
故
郷
を

離
れ
て
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

震
災
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
な
か
、
震
災
に
よ
っ
て
い
っ
そ

う
の
試
練
に
見
舞
わ
れ
、
東
北
の
経
済
・
社

会
が
も
と
も
と
抱
え
て
い
た
課
題
に
さ
ら
な

る
負
荷
が
加
わ
っ
た
と
い
え
る
。

　

暗
い
話
題
を
あ
げ
つ
ら
っ
て
不
安
を
あ
お

る
こ
と
が
本
意
で
は
な
く
、
現
状
か
ら
考
え

れ
ば
状
況
は
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
と
い
う
こ
と

を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

冒
頭
に
記
し
た
山
元
町
の
イ
チ
ゴ
生
産
復

活
に
か
け
る
生
産
者
の
方
々
は
、
震
災
に
よ

る
壊
滅
的
な
被
害
を
克
服
す
べ
く
力
強
く
立

ち
上
が
っ
た
。
震
災
か
ら
三
年
を
迎
え
、
東

北
の
厳
し
い
現
状
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず
に
前

を
み
つ
め
る
気
概
を
持
ち
続
け
よ
う
と
、
思

い
を
新
た
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
津
波
の
発
生
か
ら
三
年
が

経
過
し
た
。
道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が

進
み
、
今
後
、
高
台
へ
の
集
団
移
転
や
災
害

公
営
住
宅
の
整
備
な
ど
被
災
者
の
生
活
基
盤

の
再
建
が
本
格
化
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
岩
手
県
に
つ
い
て

簡
単
に
触
れ
た
後
、
東
日
本
大
震
災
津
波
に

よ
る
被
害
状
況
を
説
明
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

復
興
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
、
こ
れ

か
ら
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。

1　

岩
手
県
に
つ
い
て

　

岩
手
県
の
面
積
は
約
一
五
二
七
八
㎢
と
都

道
府
県
の
な
か
で
は
北
海
道
に
次
ぐ
広
さ
を

持
つ
。
海
岸
線
は
南
北
の
直
線
距
離
で
は
約

一
八
九
㎞
だ
が
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の
複
雑
な

海
岸
線
を
有
す
る
た
め
、
実
際
の
距
離
は
約

七
○
九
㎞
に
も
お
よ
ぶ
。
県
人
口
約
一
三
○

万
人
の
う
ち
、
七
割
超
は
内
陸
部
の
北
上
平

野
に
集
中
し
、
沿
岸
地
域
の
人
口
は
約
二
割

で
あ
る
。
産
業
面
で
は
、
農
業
産
出
額
は
全

国
第
一
一
位
（
二
○
一
二
年
）、
林
業
産
出

額
は
全
国
第
六
位
（
二
○
一
一
年
）、
漁
業

生
産
額
は
全
国
第
一
六
位
（
二
○
一
二
年
）

と
、
第
一
次
産
業
（
農
林
水
産
業
）
が
盛
ん

で
あ
る
。
ま
た
、
県
内
総
生
産
（
名
目
）
で

は
第
二
次
産
業
、
第
三
次
産
業
が
大
き
な
割

合
を
占
め
て
お
り
、
近
年
で
は
内
陸
部
の
県

南
地
域
を
中
心
に
電
子
部
品
や
自
動
車
関
連

産
業
の
集
積
が
進
ん
で
い
る
。
一
方
、
県
北

地
域
や
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
沿
岸
地

域
で
は
産
業
基
盤
が
整
備
途
上
に
あ
り
、
県

央
・
県
南
地
域
と
比
べ
相
対
的
な
所
得
水
準

の
低
下
な
ど
経
済
面
で
の
差
が
生
じ
て
い
る
。

2　

津
波
に
よ
る
本
県
の
被
害

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
宮
城
県
で
最

大
震
度
七
、
本
県
で
は
最
大
で
震
度
六
弱
の

極
め
て
強
い
揺
れ
を
観
測
し
、
そ
の
後
に
発

生
し
た
大
津
波
は
沿
岸
地
域
に
壊
滅
的
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
二
○
一
三
年
一
二
月
三
一

日
現
在
、
本
県
の
死
者
・
行
方
不
明
者
・
負

傷
者
は
六
○
二
三
人
、家
屋
被
害（
全
・
半
壊
）

二
五
○
二
三
棟
、
産
業
被
害
八
二
九
四
億
円
、

公
共
土
木
施
設
被
害
二
四
七
九
億
円
に
上
る
。

㈱
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
推
計
で
は
、
生
活
・

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
損
壊
や
住
宅
の
流
出
な
ど

資
本
ス
ト
ッ
ク
の
被
害
は
四
兆
二
七
六
○
億

円
に
お
よ
ぶ
。
ス
ト
ッ
ク
と
フ
ロ
ー
の
違
い

は
あ
る
が
、
こ
の
金
額
は
本
県
の
年
間
総
生

産
（
名
目
）
に
匹
敵
す
る
も
の
で
、こ
の
地
震
・

津
波
被
害
の
深
刻
さ
を
表
し
て
い
る
。
沿
岸

地
域
五
市
四
町
三
村
の
う
ち
、
宮
古
市
（
田

老
地
区
）、
山
田
町
、
大
槌
町
、
陸
前
高
田
市

は
大
津
波
や
、
そ
れ
に
伴
う
大
火
災
に
よ
り

集
落
、
都
市
機
能
の
ほ
と
ん
ど
を
喪
失
し
た

ほ
か
、
他
の
市
町
村
に
お
い
て
も
臨
海
部
を

中
心
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

3　

復
興
に
向
け
て
の
歩
み

（
１
）
生
活
の
再
建

　

復
興
へ
の
歩
み
は
ゆ
っ
く
り
と
で
は
あ
る

が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
津
波
に
よ
り
発
生

し
た
沿
岸
市
町
村
の
災
害
廃
棄
物（
が
れ
き
）

は
五
二
五
万
三
○
○
○
ｔ
と
推
計
さ
れ
、
本

県
の
一
般
廃
棄
物
の
約
一
二
年
分
に
相
当
す

る
。
こ
の
処
理
に
は
東
京
都
、
静
岡
県
な
ど

他
の
都
府
県
の
協
力
も
得
て
、
二
○
一
三
年

一
二
月
三
一
日
現
在
、
九
六
・
三
％
の
処
理

が
終
了
し
、
二
○
一
四
年
三
月
に
は
そ
の
処

理
が
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

し
か
し
一
方
で
は
、
二
○
一
三
年
一
二
月

三
一
日
現
在
、
応
急
仮
設
住
宅
の
数
は
一
万

四
八
○
九
戸
に
上
り
、
な
お
三
万
四
○
四
四

人
が
応
急
仮
設
住
宅
で
の
暮
ら
し
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
県
が
想
定
す
る
必
要
と
さ
れ
る

住
宅
の
戸
数
は
約
二
万
二
○
○
○
～
二
万
四

○
○
○
戸
と
推
計
さ
れ
、
う
ち
、
県
、
市
町

村
が
整
備
を
進
め
る
災
害
公
営
住
宅
は
約
六

一
○
○
戸
だ
が
、
進
捗
状
況
は
用
地
取
得
済
、

設
計
中
、設
計
済
み
が
六
一
・
八
％
、工
事
中

が
一
八
・
九
％
、
完
成
は
五
・
三
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
住
宅
移
転
に
は
さ
ら
に
数
年

の
時
間
を
要
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

（
２
）
産
業
の
再
生

　

岩
手
県
が
被
災
一
二
市
町
村
の
事
業
所
を

対
象
に
実
施
す
る
「
被
災
事
業
所
復
興
状
況

調
査
（
二
○
一
三
年
八
月
一
日
時
点
）」
に

よ
る
と
調
査
対
象
事
業
者
の
う
ち
、「
再
開

済
」
と
回
答
し
た
事
業
所
は
五
六
・
○
％
（
九

五
二
事
業
所
／
一
七
○
一
事
業
所
）
で
あ
り
、

「
一
部
再
開
済
」
を
含
め
、
七
七
・
七
％
が

事
業
を
再
開
し
て
い
る
。
産
業
分
類
別
で
は

「
再
開
済
」
ま
た
は
「
一
部
再
開
済
」
と
回

答
し
た
事
業
所
は
建
設
業
が
九
三
・
九
％（
一

八
五
事
業
所
／
一
九
七
事
業
所
）
と
も
っ
と

も
割
合
が
高
く
、
卸
売
小
売
業
が
七
三
・
五

％
（
三
八
六
事
業
所
／
五
二
五
事
業
所
）
で

も
っ
と
も
割
合
が
低
か
っ
た
。
産
業
の
再
生

「
ふ
る
さ
と
岩
手
」
の
再
興
に
向
け
て

一
般
財
団
法
人
岩
手
経
済
研
究
所
　
副
主
任
研
究
員
　
畠
山
　
稔
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は
復
興
を
支
え
る
力
と
な
る
も
の
だ
が
、
人

口
の
減
少
に
よ
る
地
域
の
市
場
の
縮
小
や
労

働
力
の
不
足
な
ど
に
よ
り
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
。
沿
岸
地
域
の
主
要
産

業
で
あ
る
水
産
業
で
は
二
○
一
三
年
一
二
月

三
一
日
現
在
、
新
規
登
録
漁
船
数
（
補
助
事

業
分
）
は
復
旧
・
整
備
計
画
六
八
○
○
隻
に

対
し
進
捗
率
九
一
・
五
％
、
養
殖
施
設
の
整

備
施
設
数
は
計
画
一
万
九
三
八
五
台
に
対
し

進
捗
率
八
六
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
水
揚

の
状
況
は
水
揚
量
、
水
揚
金
額
と
も
震
災
前

の
約
七
割
ま
で
回
復
し
て
い
る
。
岩
手
県
産

食
品
（
農
林
水
産
物
、
流
通
食
品
）
の
放
射

性
物
質
濃
度
の
検
査
結
果
で
は
、
二
○
一
一

年
度
に
開
始
し
て
以
降
、
米
、
麦
、
大
豆
、

野
菜
、
果
実
、
豚
肉
、
鶏
肉
、
鶏
卵
、
原
乳

か
ら
国
の
基
準
値
を
超
え
る
放
射
性
物
質
は

検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
牛
肉
に
つ
い

て
は
、
全
頭
検
査
に
よ
り
安
全
性
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
岩
手
県
産
の

農
水
産
物
、
加
工
食
品
へ
の
風
評
に
よ
る
影

響
は
今
も
完
全
に
は
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。

（
３
）
復
興
の
実
感

　

岩
手
県
が
実
施
し
て
い
る
復
興
感
に
関
す

る
定
点
調
査
「
い
わ
て
復
興
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

調
査
（
二
○
一
三
年
一
一
月
）」
に
よ
る
と
、

「
被
災
者
の
生
活
は
、
被
災
前
と
比
べ
て
回

復
し
た
と
感
じ
ま
す
か
？
」と
の
問
い
に「
回

復
」「
や
や
回
復
」
が
四
八
・
○
％
（
前
回
八

月
調
査
比
五
・
三
ポ
イ
ン
ト
増
）、「
地
域
経

済
の
回
復
度
は
「
回
復
」「
や
や
回
復
」
が
四

八
・
八
％
（
同
四
・
四
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
な

っ
た
。
一
方
、「
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
達
成
度
」
は
「
達
成
」「
や
や
達
成
」

が
一
三
・
七
％
と
前
回
比
一
・
九
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
て
い
る
。「
生
活
」
や
「
地
域
経
済
」

の
面
で
は
二
○
一
二
年
一
一
月
以
降
、
回
復

の
実
感
が
一
進
一
退
で
推
移
し
停
滞
感
が
み

ら
れ
る
ほ
か
、「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
は
な
お
達
成
度
が
低
く
、
津
波
に
よ
り

破
壊
さ
れ
た
防
潮
堤
な
ど
の
早
期
復
旧
、
整

備
な
ど
を
望
む
声
が
聞
か
れ
る
。

4　

復
興
へ
の
課
題

（
１
）
岩
手
県
の
復
興
計
画

　

岩
手
県
は
、
二
○
一
一
年
八
月
に
「
岩
手

県
東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
計
画
」
を
策
定

し
た
。
こ
の
計
画
は
、
二
○
一
一
年
度
か
ら

二
○
一
八
年
度
ま
で
の
八
年
間
を
三
期
に
分

け
、
第
一
期
（
二
○
一
一
年
度
～
二
○
一
三

年
度
）
を
「
基
盤
復
興
期
間
」、第
二
期
（
二

○
一
四
年
度
～
二
○
一
六
年
度
）
を
「
本
格

復
興
期
間
」、
第
三
期
（
二
○
一
七
年
度
～

二
○
一
八
年
度
）
を
「
更
な
る
展
開
へ
の
連

結
期
間
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
県
は
第
一

期
が
二
○
一
四
年
三
月
で
終
了
す
る
に
当
た

っ
て
、
第
二
期
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

お
り
（
二
○
一
四
年
二
月
現
在
）、
第
一
期

を
踏
ま
え
た
課
題
と
し
て
、「
復
興
を
担
う
人

材
の
確
保
」、「
復
興
財
源
の
確
保
」、「
用
地
の

円
滑
か
つ
迅
速
な
確
保
」
を
掲
げ
、
復
興
に

向
け
た
動
き
を
さ
ら
に
本
格
化
さ
せ
る
。

（
２
）
人
材
の
確
保

　

復
興
事
業
が
本
格
化
す
る
に
つ
れ
て
、
沿

岸
地
域
で
は
業
種
や
雇
用
期
間
、
勤
務
地
な

ど
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
り
復
興
に
向
け
た
人

材
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
人

手
不
足
に
よ
る
人
件
費
の
高
騰
は
、
復
興
関

連
工
事
の
入
札
不
調
の
大
き
な
原
因
と
も
な

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
全
国
的
な
公
共
工
事

の
増
加
や
東
京
五
輪
に
伴
う
需
要
の
高
ま
り

に
よ
り
、
人
材
の
確
保
が
一
層
難
し
く
な
る

こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
被
災
自
治
体
で

は
行
政
サ
ー
ビ
ス
全
般
で
繁
忙
が
続
い
て
お

り
、
職
員
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
岩

手
県
は
全
国
の
自
治
体
か
ら
の
派
遣
継
続
な

ど
に
よ
り
確
保
に
努
め
て
い
る
が
、
必
要
数

の
約
七
○
○
人
に
対
し
二
○
一
四
年
一
月
末

時
点
で
お
よ
そ
一
割
が
充
足
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
県
が
招
聘
し
た
医
師
も
、
二
○
一
二

年
度
の
二
五
人
か
ら
二
○
一
三
年
度
（
一
二

月
末
時
点
）
は
九
人
に
減
少
す
る
な
ど
、
医

師
確
保
の
取
り
組
み
も
急
が
れ
て
い
る
。

（
３
）
財
源
の
確
保

　

岩
手
県
の
二
○
一
四
年
度
当
初
予
算
案
は

一
兆
一
六
七
億
円
と
な
り
、
過
去
最
高
だ
っ

た
二
○
一
三
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
一
一
・

七
％
減
少
し
た
が
、
三
年
連
続
し
て
一
兆
円

台
と
な
る
大
型
予
算
と
な
っ
た
。
う
ち
震
災

対
応
分
は
三
八
一
三
億
円
を
計
上
し
、
が
れ

き
処
理
の
終
了
で
前
年
比
で
二
六
・
一
％
減

少
す
る
も
の
の
、
復
興
支
援
道
路
や
災
害
公

営
住
宅
整
備
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
は
三

八
・
九
％
増
と
な
る
な
ど
「
本
格
復
興
推
進

予
算
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
一

方
、
県
の
震
災
経
費
の
ほ
と
ん
ど
は
国
に
支

え
ら
れ
て
お
り
、
予
算
使
途
に
つ
い
て
制
約

が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
人
手
や
資
材
、
土
地

の
不
足
と
い
っ
た
問
題
が
速
や
か
な
予
算
執

行
を
阻
害
し
、
復
興
が
滞
る
懸
念
も
生
じ
て

い
る
。
政
府
は
二
○
一
五
年
度
ま
で
の
「
集

中
復
興
期
間
」
の
財
源
を
、
こ
れ
ま
で
の
一

九
兆
円
か
ら
二
五
兆
円
に
上
積
み
し
た
が
、

被
災
地
に
対
す
る
政
府
の
財
政
支
援
が
ど
こ

ま
で
続
く
か
確
約
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

（
４
）
用
地
の
取
得

　

新
し
い
住
宅
地
の
高
台
移
転
や
市
街
地
再

生
の
手
段
と
し
て
区
画
整
理
事
業
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
が
多
い
が
、
移
転
戸
数
が
多

い
た
め
、
土
地
の
権
利
調
整
や
用
地
交
渉
、

農
地
転
用
・
森
林
伐
採
の
手
続
き
な
ど
に
膨

大
な
時
間
と
手
間
が
か
か
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
約
三
割
に
相
続
未
処
理
や
多
数
共
有
等
が

存
在
す
る
と
い
わ
れ
る
な
ど
、
計
画
を
推
進

す
る
上
で
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
仮
設
住

宅
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
被
災

者
の
居
住
環
境
を
早
期
に
改
善
さ
せ
る
た
め
、

「
事
業
用
地
の
円
滑
な
確
保
に
向
け
た
新
た

な
制
度
の
創
設
」
な
ど
国
の
積
極
的
な
関
与

を
期
待
す
る
声
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
そ
の
他

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
被
災
地
に
立
地

す
る
企
業
へ
の
国
の
各
種
支
援
や
県
外
か
ら

の
企
業
誘
致
を
求
め
る
声
が
聞
か
れ
る
。
ま

た
、
長
期
的
な
視
点
で
は
、
大
き
な
経
済
波

及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ

イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の
誘
致
実
現
」
を
望
む

声
は
大
き
い
。

　

本
県
の
二
○
一
四
年
一
月
の
有
効
求
人
倍

率
は
九
カ
月
連
続
で
一
倍
台
と
な
っ
て
お
り

高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
が
、
震
災
復
興
関

連
の
臨
時
雇
用
が
全
体
を
押
し
上
げ
て
い
る

ほ
か
、
依
然
と
し
て
企
業
と
求
職
者
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
若
者
の
流

出
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
長
期
安
定
雇
用
の
早

期
実
現
に
向
け
地
場
産
業
の
再
興
支
援
や
企

業
誘
致
に
よ
る
働
く
場
所
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
お
り
、「
制
約
が
多
く
使
い
づ

ら
い
」
と
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
復
興

特
区
制
度
の
見
直
し
な
ど
、
国
の
更
な
る
支

援
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

被
災
地
で
は
復
興
に
向
け
て
、
今
ま
で
以

上
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
人

口
減
少
な
ど
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
課
題
へ
着
実
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
一
刻
も
早
い
「
ふ
る
さ
と
岩
手
」

の
再
興
を
期
待
し
た
い
。


